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　南山大学 NU-COIL プログラムにおける国際産官学連携 PBL は，グローバル人材育成を目指し
た，海外の学生とのオンライン協働学習を前提とする産・学・官の連携のプロジェクト型授業であ
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学部の学生たちが申込みをして集まる。2019 年度と 2020 年度の各年度において，筆者は 3 科目を
担当し，各年度の履修学生は計 17 名と 38 名であった。
〈到達目標〉
　シラバスに記載している到達目標は以下の通りで，3 科目共通である。




























　2020 年度 PBL COIL 科目終了後，授業の満足度などに関する調査をした。無記名・選択式のア
ンケート調査に任意で協力を求めたところ，34 名の学生が回答をした。3 科目で合計 38 名の学生
が受講していたため，回答率は約 90％であった。
　2019 年度 PBL COIL 科目終了後には，学生たちにインタビューをし，授業の印象やプロジェク
トに取り組む中で感じたことなどを聞いた。実施にあたっては，本学研究審査委員会より承認を得
て，対象者となる学生には趣旨を説明し，個人情報の取り扱いについて同意を得ている。各授業の







































































知識を含んでいる可能性は高い。特に PBL COIL 科目 A からの回答者 10 名のうち 1 名を除く 9 名
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